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発行・編集 大阪市建設局公園緑化部  

T E L : 06-6469-3853 

FAX : 06-6469-3895 

〒553-0005  

大阪市福島区野田 1‐1‐86 中央卸売市場本場業務管理棟６F 

ホームページでもご覧いただけます。 

http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/ 

 

今月の紙面から 

1面  有機堆肥で花と緑のまちづくり 

2面 花・みどり・公園レポート 

3面 公園愛護会紹介 

4面 花と緑の相談・講習会等のお知らせ 

肥の袋は、ご利用いただ

く皆さんが親しみやす

い図柄へ変更しました。 

ぜひ一度、有機堆肥を

活用し、花と緑のまちづ

くりに参加してみては

いかがでしょうか。 

ゾウ糞有機堆肥は、天

王寺動物園入園者を対

象に、 

天王寺動物園では、環

境に配慮した取組みと

して、動物の糞や食べ残

した餌を有機堆肥に活

用する「リサイクルの

輪」を実施しています。 

有機堆肥には、ゾウの

糞を利用した『ゾウ糞有

機堆肥』と、アフリカサ

バンナゾーンで飼育す

るキリン、エランド、シ

マウマ等の動物の糞や

食べ残した餌を利用し

た『サバンナ有機堆肥』

の2種類あります。 

また、サバンナ有機堆

肥の袋 

（動物園） 
動物の糞等を発酵、乾燥処理

して有機堆肥に 

 
サツマイモな

どを育て、イモ

の一部や葉・ツ

ル、作物を動物

にプレゼント 

各区の小学校

や保育所での

花苗や野菜づ

くりを通して、

食育、環境問題

を考えるきっ

かけに 

（各小学校・保育所など） 
ゾウ糞有機堆肥・サバンナ有機堆肥

を花壇・畑の土づくりに活用 

リサイクル 

  の輪 

 「リサイクルの輪」の

取組みは、各区の小学

校・保育所などで、年々

広がりを見せています。 

特に、1日約60㎏月

月に 

ラニー博子を前にサツマイモを

プレゼントする鶴見区役所職員 

「リサイクルの輪」に取組む子ど

もたち 

象に、毎週土曜日13時

45分から14時、動物園

内で引換整理券を配布

しています。 

サバンナ有機堆肥は、

各 

1.8t生産している『サ

バンナ有機堆肥』は、し

ばしば出荷制限を行う

ほどの人気となってい

ます。 

また、花博記念公園鶴

見緑地の敷地で鶴見区

役所が、地域の子ども会

やPTAの皆さんと共

に、新たな取組みを開始

され、栽培したサツマイ

モの一部をゾウにプレ

ゼント。 

ねだりしていました。 

今後は、有機堆肥を活

用した野菜づくりに取

組まれます。 

ゼントされました。 

2頭のゾウは、よほど

美味しかったのか、飼育

員にもっと欲しいとお

ねだ 

各区役所で実施する花

と緑の相談で、緑化相談

に来られた方を対象に

配布しています。(先着

順:開催日時は4面参照) 

【左】『ゾウ糞有機堆肥』(平成14年から配布) 

主要な成分含有料窒素 0.97%、りん酸 1.01%、加里 1.07% 

【右】『サバンナ有機堆肥』(平成21年から配布) 

主要な成分含有料窒素 0.98%、りん酸 0.96%、加里 0.80% 

 

問合せ先：天王寺動植物園公園事務所  ℡：06‐6771‐8401 

図柄の動物は、上からキリン・エランド・シマウマ 

建設局公園緑化部協働課  ℡：06‐6469‐3854 

http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/
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 花・みどり・公園レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明るい秋の日差しの下、世代間交流を深める取組

みとして、11月6日(水)中央区桃園幼稚園で年長園

児34人と桃園公園ふれあい花壇Ｇ・Ｆ(グリーン・フ

ラワー)クラブのメンバーで「ひと鉢花飾り」が行わ

れました。 

当日は、園児たちに思い思いの好きな絵などを植

木鉢へ書いてもらい、苗を植え付けたのち、フェン

スに飾りつけられました。 

岡本グリーンコーディネーターは「園児一人ひと

りが、花や植物に水をあげて、元気に育てる事を通

し、人を愛し大切に思う心が芽生えてほしい」と思

いを語ってくれました。 

（桃園Ｇ・Ｆクラブの皆さん） （おおきく大きくなあれ！） 

20日は、小雨の降るあ

いにくの天気でしたが、

多くの方々がツアーに

参加されました。 

 ボランティアの皆さ

んからは、「最初は緊張

し、うまく伝わっている

のかと心配しましたが、

自分の勉強にもなり、や

ってみて良かった」と語

っていただきました。 

また、参加者の皆さん

からは「初めて参加しま

したが、香りの違いを楽

しめました。また春も参

加したいです」と話して

くれました。 

取組んでいただいた、フ

ラワーボランティアの

皆さんが初めて挑戦。７

つの香りをテーマに、バ

ラの魅力について解説

していただきました。 

 ツアーを担当された

20日 

 10月19日(土)･

20日 (日 )靭公園

で、バラに関する

講習会とローズツ

アーを行いました。 

今回は、ローズツアー

のガイドに、日頃からバ

ラ園や花壇の手入れに

行っている 

 10月12日(土)･13

日(日) 大阪城西の丸庭

園で、人材育成ネットワ

ーク事業「はならんまん

2013」を、大阪ウォー

ク･大阪的グルメグラン

プリとの共催事業とし

て開催しました。 

花と緑の憩いの場所と

して提供しました。 

会場を訪れた方々に

は、お気に入りの花壇へ

投票いただき、天王寺区

が「はならんまん賞」(大

阪市贈呈)、城東区が「優

秀賞」(花と緑の博覧会

記念協会贈呈)、福島区

が「特別賞」(大阪青年

会議所贈呈)を、それぞ

れ受賞しました。 

作成した花壇は、20

日(日)まで会場に展示

し、 

し、その後、植え付けて

いた花苗や樹木は、大阪

城公園内の花壇や花博

記念公園鶴見緑地内の

花壇などに植え替えし、

公園を訪れた方々に愉

しんでいただきました。 

開催当日は、天候にも

恵まれ、延べ38,000

人の方々が来園し、各区

のグリーンコーディネ

ータや緑化リーダーの

皆さんが作成した花壇

が、西の丸庭園を華やか

に演出し、会場の一角を 21基の市民花壇で会場を演出！ 

「はならんまん賞」に輝いた 

天王寺区作成の花壇 

大阪城公園森ノ宮駅前花壇 
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「公園愛護会活動紹介」                                    №23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松下愛護会長は「地域

の方から『花いっぱいで

気持ちの良い公園です

ね』とかけられる一言が

大変嬉しい。これも皆さ

んの努力のおかげです」

と語られました。 

生野区の中川６公園

愛護会は、公園美化活動

やふれあい花壇の維持

管理を、活動いただく皆

さんの負担にならない

ように、班ごとの交代で

取組まれています。 

また、清掃活動のさい

は、近隣の子どもたちへ

呼びかけるなど、地域コ

ミュニティーの場所と

して活用されています。 

しかし中には、犬のフ

ンの後始末を行わない

利用者がいるなど、マナ

ーを守らない方々に、心

を痛められています。 

 天王寺区では２３、東成区では２４、生野区には５７公園に公園愛護会があります。地

域の皆さんの安らげる場として気持ちよく利用していただけるように美化活動や季節に

応じた草花の植え付けなど取り組まれています。個性豊かな活動をいくつか紹介します。 

 

東成区の南深江公園

は、地域住民との連携を

大切に清掃活動や花壇

管理を行われています。 

また、清掃活動では、

近くの深江小学校の児

童や東陽中学校の生徒

の 

の皆さんと、地域一体と

なり取組まれています。 

 さらに、深江地区を花

いっぱいにとの思いか

ら、36人の方が集まり

今年6月に“深江花と緑

部会”を発足され、「ふ

れあい 

れあい花壇」を増設され

ました。 

 今後は、6町会が力を

合わせ「深江まちづくり

活動協議会」として、取

組みを強化されます。 

津田愛護会長は「地域

が自慢できる憩いの場

となる様に、花っぱいで

きれいで安心できる公

園をめざします」と思い

を語られました。 

 

 

 

 

天王寺区の宰
さ い

相
しょう

山
や ま

西
に し

公園は、玉造駅から西に徒

歩5分の場所にあり、南側には「旧真田山陸軍墓

地」や真田幸村像のある「三光神社」があります。 

また、桜も大変美しく多くの人が利用され、地

域の憩いの場となっています。 

公園には、ボランティアグループ“空堀咲かそ

う会”があり「ふれあい花壇」の維持管理や公園

清掃を中心に約50人で活動され、今年からは、種

から育てる花づくりも始められました。 

竹田愛護会長は「い

つもきれいに気持ち

よく皆さんに公園を

利用していただきた

い」と話されていまし

た。 
（深江花と緑部会メンバー 

右端が津田愛護会長） 

（きれいな公園にしようね） 

（空堀咲かそう会メンバー 

右端中央が竹田愛護会長） 

（元気に育ってね！） 

（中川６公園の松下会長） 

天王寺区マスコットキャラクター“ももてんちゃん”↑ 

←生野区マスコットキャラクター“いくみん” 

東成区マスコットキャラクター“うりちゃん”→ 



６日(金) 阿倍野 

10日(火) 住之江 

11日(水)  港 

11日(水) 淀 川 

11日(水) 東 成 

公園事務所名 電話番号（06） FAX番号（06） 担当行政区等 

東部方面公園事務所 6941－1144 6943－6877 中央区（北部）、城東区、鶴見区（鶴見緑地を除く） 

真田山公園事務所 6761－1770 6761－1645 
中央区（南部）、天王寺区（天王寺公園を除く）、東成区、 

生野区 

西部方面公園事務所 6441－6748 6441－6797 福島区、此花区、西区 

港・大正公園事務所 6571－0552 6572―1663 港区（八幡屋公園を除く）、大正区 

南部方面公園事務所 6691－7200 6691－6976 阿倍野区、住吉区、東住吉区（長居公園を除く）、平野区 

北部方面公園事務所 6312－8121 6312－3403 北区、都島区（毛馬桜之宮公園のみ） 

十三公園事務所 6309－0008 6885－1591 西淀川区、淀川区、東淀川区 

城北公園事務所 6928－0005 6924－4209 都島区（毛馬桜之宮公園を除く）、旭区 

花博記念公園事務所 6912－0650 6913－6804 鶴見緑地 

天王寺動植物公園事務所 
6771－2740 6772－4633 浪速区、住之江区、西成区 

6771－8401 6772－4633 天王寺公園、天王寺動物園 

長居パークセンター 6694－9007 6696－7405 長居公園 

八幡屋スポーツパークセンター 6576－3460 6576－0080 八幡屋公園 

 

 

12日(木) 福 島 

12日(木) 浪 速

13日(金) 中 央 

13日(金) 生 野 

13日(金) 西 成 

３日(火)  北 

３日(火) 東淀川 

３日(火) 住 吉 

４日(水) 天王寺 

４日(水) 平 野 

17日(火) 此 花 

17日(火)  旭 

18日(水) 都 島 

18日(水) 大 正 

19日(木) 西淀川 
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時間:14:00～16:00 

 
月1回、区役所ロビー、会議室等で開催。詳しくは下記の各公園事務所までお問い合わせください。 

10/9 鶴見区での花と緑の
相談。 

グリーンコーディネーター
の田中さんにご協力いただ
きました。 

緑化普及広報紙「ひふみ」は 7000部発行し、1部あたりの発行単価(配布費用含む)は約６円です。 

※  今月は、 西区役所・城東区役所・鶴見区役所内での花と緑の相談は開催しません。 
東住吉区役所内では耐震工事のため花と緑の相談は開催しません。ご了承願います。 
天王寺区は、天王寺区民センターで花と緑の緑化相談を開催します。 

 

完成した腐葉土 

落ち葉を入れた状態 

レンガを置いて通気性よく 

最近めっきり寒くなり、公園や街路も落ち葉でいっぱいの

季節になりました。庭木や樹木の落ち葉の片づけが大変・・・

という方は、ぜひ腐葉土づくりにチャレンジして下さい。 

今回は、ベランダなどで作ることが出来る、土のう袋を使った腐葉土づくりを紹

介します。 

土のう袋一袋分の落ち葉に対し、コップ１杯分の米ぬかと少量の土が必要となり

ます。 

用意いただく落ち葉は、ケヤキなどの落葉広葉樹が適しています。また、土は、

発酵を促す微生物が土の中に含まれている庭土がお勧めです。以上の材料をよく混

ぜ合わせ、水を加え適度な湿り気を与えます。 

それを、土のう袋に入れて口を縛り、直射日光の当たらない場所に置いてくださ

い。月に一度、中身を混ぜ合わせると、春には腐葉土が完成します。 

落ち葉ごみの減量化にもつながる、みどりのリサイクル活動に、ご協力をお願い

します。 

 


